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Abstract 

Ovaries of the specimens of the venomous snake, Protobothrops flavoviridis, were observed. 

Ovarian follicles, corpora lutea and corpora albicantia were counted and measured. Ovaries of 

adult specimens of a March sample (non-reproductive season sample) had small fofficles arid 

corpora albicantia. Some snakes had small corpora lutea as a resulted of previous reproduc-

tion. Corpora albicantia were yellowish or orange small particles, 0.2-0.5 mm in length, and 

counted in 7-55. It is suggested that corpora albicantia of the Habu remain in ovaries for a 

long time. In a June sample (reproductive season sample), large developed follicles with yolk 

were found in ovaries. Average clutch size was 8.0 with a range from 6 to 13. 
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1. はじめに 

肥虫類の繁殖生態の研究において，個体の産卵数等

を推定する主な方法には，産卵の記録を得る方法と標

本個体の繁殖器官内の卵や流胞などの分析から推定す

る方法がある．野外において個体が産卵する場面を見

いだすのは，肥虫類ではかなりむずかしいので，産卵

の記録は，捕獲個体の飼育下での記録が主となる．産

卵の記録による方法では，野外における個体標識・再

捕獲を組みあわせることによって年齢と繁殖率の関係  

を分析することが可能である一標本個体を調べる場合

は，標本個体の年齢を知ることで同様の関係を知るこ

とができる．標本個体の年齢を推定する方法はいくつ

かある．年齢と体サイズの関係を求めることや骨年輪

を分析する方法，野外における個体標識‘再捕獲によっ

て年齢がわかっている個体を標本とする方法といった

ものがある1】・ 2〕・ 3), 4)．カナヘビ類やグリーンアノー 

ルといったトカゲ類では，卵巣で卵胞の排卵後に残る

黄体が縮小して，白体として残存し続けることが知ら

れている5), 6). 7)．その場合，標本個体の採集時点ま 
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での産卵数を推定することができるので，標本個体の

体サイズやその個体群の平均一腹卵数などと関連させ

て，年齢段階（たとえば1歳と 2歳以上）と繁殖率の

関係を推定するといったことが可能である．ヘビ類で

は，白体の計数を繁殖生態の研究に用いた例はなく， 

標本の分析による研究では，一腹卵数と体サイズの関

係を検討するといったことが行われているにすぎな

レ、8) 

標本個体の生殖巣の分析によって，繁殖率などの分

析を行うためには，サンプルの多さがある程度確保さ

れる必要がある．ハプ（ProtobothroPs flavoviridis) 

は，岐傷被害対策のための駆除が行われており，多数

の標本の分析が可能である．駆除によって得られた標

本個体の生殖巣等を分析することで，繁殖率と年齢段

階の関係や生涯を通した繁殖率の変化を推定できる可

能性がある．本研究では，ハブにおいて白体が残存す 

写真1 非繁殖期の卵巣の例 

写真2 解凍・解剖直後の卵巣 

るかどうかを調べた‘そして，白体が残存する場合に

は，個体群動態や繁殖状況の分析に有効なデータが得

られるかどうかを検討することとした．また，ハブに

おける卵巣分析の技術的な留意点も考察した． 

2 ．材料と方法 

鹿児島県の徳之島保健所の協力により，徳之島全域

から捕獲され冷凍保管されていたハブの雌を一時解凍

し，解剖して卵巣および輸卵管を摘出して，そのサン

プルを得た.解剖時に頭胴長，尾長，体重を測定し， 

卵巣内の大きく発達した卵黄蓄積漁胞数を記録すると

ともに，個体と卵巣等を写真撮影した．解剖して取り

出した組織は70％エタノールに酢を加えた溶液中で固

定・保存後，研究室に持ち帰って60％エタノール液中

に保存した．卵巣の分析は，双眼実体顕微鏡を用いて 

写真3 固定後保存した卵巣 

写真4 繁殖期（6月）の個体の卵巣，輸卵管，消化管， 
脂肪体 
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ハブ（Protobothrops flavoviridis）の生殖生態研究における卵巣白体分析の有効性 

卵巣内の卵黄蓄積浦胞，未発達漁胞，黄体を計測，計

数し，白体は形態を記録するとともに計数した． 

10mmを超える発達濃胞はノギスで測定した．卵巣の

全体と漁胞・白体の一部を写真撮影した．サンプルは 

2011年6月の10個体分と2012年3月の15個体分を得た． 

して記録することは困難であると判断した，卵黄蓄積

流胞数のよるクラッチサイズは 6~ 13で，平均は8.0 

士2.8 (SD）であった．クラッチサイズと頭胴長との

間で有意相関の回帰が得られた（図2)，なお，この

サンプルでは，輸卵管内卵をもつものはなかった． 

3. 結 果 

3月（非繁殖期）サンプルの分析 

調べた個体の頭胴長は967mm か ら 1343mmで，サン

プルとしたハプのすべての卵巣中に肉眼で確認可能な

白体が存在していた（写真1)．白体は解剖時点のナ

マの状態と固定・保存の状態でも確認可能であった 

（写真 2，写真3)．なお，前年の繁殖期のものと思わ

れる縮小した黄体の状態のものも見られた．典型的な

白体の形状のものは長径が0.2"-0.5mmの楕円状の黄

色ないしオレンジ色の斑紋や粒であった．黄体は細長

い三角形で長さが2mm程度のものもあったが，黄体

から白体への縮小変化は連続的であるので，明確に区

別できないものもあった，左右の卵巣の白体・黄体数

の合計は，最多が55，最少が 7，平均24.1 (N=15) 

で，有意ではないが頭胴長との間で正の回帰が得られ

た（図 1). 

図1 3月サンプルの頭胴長と白体数（縮小した黄体を含む） 
の関係 

6月（繁殖期）サンプルの分析 

調べた個体の頭胴長は1032mmか ら 1485mmで，サ

ンプルとしたハブのすべての卵巣中に卵黄が蓄積しつ

つある発達滝胞があった（写真 4)．卵巣は発達濃胞

で充満しており，多数の大きく発達した卵黄蓄積漁胞

のあいだから白体を確認することはかなり困難であり， 

白体を確認できたものはあったが，白体を正確に計数  

図2 6月サンプルの頭胴長と一腹卵数の関係 

4．まとめと考察 

ハブの繁殖については，奄美・沖縄における研究で， 

成熟サイズが870mm 程 度 ，産卵時期が 6月下旬から 

8月上旬でほとんどは 7月に産卵することがわかって

いる8), 9）・ 1の・ 11)．したがって，本研究で用いた個体は， 

両サンプルとも成熟サイズを超えている個体であり， 

6月サンプルは卵巣内渡胞を持っていた段階であった

ことで，とくに過去の知見と違っている点はなかった， 

非繁殖期（3月）の頭胴長と白体・黄体数の関係を， 

繁殖期（6月）の分析で得られた頭胴長と一腹卵数の

関係を比較することによって，卵巣内に残存していた

白体数は，前年の繁殖時期の生産卵だけでなく，それ

以前の繁殖により生じた白体も含んでいることがわか

る（図3)．クラッチサイズと白体・黄体数のそれぞ

れの回帰を同じ頭胴長で比較した場合，1回の繁殖時

期の2倍から 4倍あるいはそれ以上の白体を保有して

いることから，その倍率に応じた繁殖回数を経験して

いると考えられる．ただし，体サイズと経験繁殖回数

が比例的に相関しているとはかぎらないので，過去の

複数年の繁殖によって生じた白体が残っていることを

示すことは確実だが，過去の繁殖回数を推定するには

サンプル数を増やして，体サイズと経験繁殖回数の相

関関係をより明確にする必要がある．また，ハプのク

ラッチサイズは変異幅が大きいことから，クラッチサ

イズの変動幅についてもサンプルを増やして分析する 
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図3 頭胴長と一腹卵数（6月サンプル）および白体数（ 3 
月サンプル）の関係．◆は白体数（縮小した黄体を含む） 
■は発達流胞数（クラッチサイズ）. 

必要がある．今の段階では，過去の繁殖回数を正確に

算出することはむずかしいが，ある程度の繁殖経験年

齢段階の推定に用いることはできると考える．たとえ

ば，同じ体サイズでも，繁殖経験が少ない個体か繁殖

経験が多い高齢個体かといった判別はできる．また， 

ハブ駆除の効果を検討する上で，駆除個体の成体の中

で新規に成熟して加入した個体の割合を推定するといっ

た，個体群の状況の把握に有効であろう．今後，非繁

殖期と繁殖期のそれぞれの時期のサンプル数を増やす

ことによって，標本個体の経験繁殖回数の推定の精度

を高めることは可能であろう．また，ハプは卵黄蓄積

が不十分な卵を排卵・産卵することがあるので，生涯

繁殖率などを詳細に推定するような場合には，個体出

生に至らない排卵による白体があるといったことも考

慮の必要がある9) 
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